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Ⅰ 新技術の解説 

１ 要旨 

漁業者の自家加工により生産されるヒトエグサ（青ノリ）乾燥品は、放射性物質の混入を防

ぐ取組により、製品から放射性物質が検出されることはほぼなく、安全性が確認されている。

本報告では、加工場における混入リスクの把握、清掃等の作業の効率化を目的に、乾燥品が生

産されない時期に加工場の放射性物質の分布を把握した。その結果、主に入口付近の床、乾燥

機上部で放射性物質がわずかに確認された。 

 

（１）８加工場の乾燥室内 5 か所（壁、床（入口）、床（奥）、乾燥機上部、せいろ（ほし

網））において付着しているチリを、粘着テープ（長さ 18cm×幅 4.8ｃｍ）を用いて採

取した（２枚/1 か所）。その後、オートラジオグラフィーの手法を用いて、放射性物質

の分布を可視化（放射能付着領域が黒色となる）した画像から、粘着テープで採取した

面積のうち、放射性物質の付着領域の占める割合を算出した。また、乾燥室の資材の量

と種類、前室の有無、直接外気が侵入する隙間の有無について整理した（表 1）。 

（２）放射性物質の付着領域は最大でも 0.05％未満とごくわずかであった。壁に付着がみられ

た加工場はなく、床（入口）では 6 加工場と最も多かった。出入りの際、靴や服、資材

に付着した放射性物質が持ち込まれたものとみられた。 

（３）乾燥機上部に放射性物質が付着していた 3 加工場では、外気の侵入する隙間があり、放

射性物質を含むチリ等が侵入し、堆積したとみられた。 

 

２ 期待される効果 

（１）加工場における放射性物質の分布は限定的かつ排除可能であり、青ノリ乾燥品の安全性を

ＰＲする資料となる。 

     

３ 活用上の留意点 

（１）調査は青ノリ乾燥品が生産されない期間に実施しており、各加工場では生産前に清掃及び

製品の放射性物質濃度の測定が行われ、安全性を確認している。 
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               図 1 加工場乾燥室における調査地点図  

表１ 加工場における放射性物質の分布状況（単位：付着領域の割合％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ その他 

１ 執筆者 

守岡 良晃 

２ 実施期間 

令和２年度 

３ 主な参考文献・資料 

（１） 「オートラジオグラフィーによる青ノリ加工場汚染状況の評価」平成３１年度放射線関連

支援技術情報 

（２） 「ヒトエグサ（青ノリ）乾燥品の放射性セシウム濃度」平成２７年度放射線関連支援技術

情報 

床(入口) 床(奥) 壁 せいろ 乾燥機上部

Ａ 0 0 0 0 0 少 せいろ 〇 〇

Ｂ 0.00018 0 0 0 0 中 せいろ × ×

Ｃ 0.00085 0.00028 0 0 0.00015 中 せいろ、カゴ、漁網 〇 〇

Ｄ 0 - 0 0 - なし なし 〇 ×
特殊な設備を

使用

Ｅ 0.00205 0 0 0 0 中
せいろ、カゴ、ノリ加工

資材
× 〇

Ｆ 0.00819 0 0 0 0.04903 少
せいろ、カゴ、漁網、植

木鉢
〇 〇

Ｇ 0.01889 0.02723 0 0.00194 0.01315 多
せいろ、カゴ、ノリ加工

資材
× 〇

Ｈ 0.00426 - 0 0 0 多
せいろ、農業資材、ダン

ボール、ノリ加工資材
〇 〇

資材があり奥

まで入れず

※ 室内の資材の占める割合で判断した（一部：少、半分程度：中、大半：多）

備考資材の種類加工場
調査地点

資材の量
※

前室の

有無

隙間の

有無


